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論 文 内 容 の 要 旨

人間は複数 の感覚 か ら刺激を受容 し、外部環境 を認識す る。 また環境 に適応 して生 きるため

には、 その結果 に応 じて適切 に行動 しな くてはな らない。本論文 で扱 う反応時 間課 題で は、被

験者 は提示 された刺激 を処理 し、決め られた反応 を返す。 この間 に は認 識 か ら行 動 まで の心 的

な過 程が、最 も単純な形で含 まれ る。本研究 の目的 は、 こう した基礎 的な過程 を明 らか にす る

ことで、人 間が適応 的に行動す る仕組 みを理解す ることにあ る。

実験 では、「異系感覚刺激」 の効果を取 り上 げた。反応時間課題 で は音 や光 な ど、 特 定 の刺

激 に対 して反応す る。 この刺激を命令刺激(imperativestimulus)と い う。 異 系感 覚刺 激 は、

これ らとは異 なる感覚系 に提示す る、課題の遂行 とは無 関連 な刺 激で ある。 こうした性質か ら、

「副次刺 激(aCeSSOryStimUIUS)」 ともいわれる。副次刺激の提示 によ って、 課題 の反応 時間や

エラーの発生率 は顕著 に変化す る。 この現象を手 がか りとして、反 応時 間課題 の遂行過程 の仕
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組 みを検討 した。

本論文 は、7つ の章 か ら成 る。第1章 で は、感覚系 の特性 につ いて定義 した。重要な仮定 は、

感覚系 は2つ の機能 を もっ点 である。例えば突然 目の前 にボールが飛 んで きて、 それを よけた

とす る。 この一連 の動作 には、飛んで くる物体 を検 出す る機能 と、 それが ボールだ と認識 す る

機能 が関わ る。 この2つ の機能 は独立で、た とえ ボールだ と分か らな くて も、 それを よける こ

とはで きる。 つ まり感覚系 には対象 が 「何か」を認識 す る機能 と、それ とは独立 して、外 界の

変化 を検 出す る機能 があ る。特 に後者 の機能 は無意識下 で働 き、 その後 の迅 速 な反応 を促 す。

副次刺激 は、 このよ うな不随意的 な過程 に影響 す るもの と考 えた。

第2章 以 降で は、 「感覚間促進効果」 にっ いて実験的な検討を行 な った。 感覚 間促 進 とは、

光 に対 す る反応時間課題 で同時 に音を提示す ると、反応時間が短縮す る現像であ る。課題 で は

光 が命令刺激 であ り、音が福刺激であ った。第2章 では光 と音が出現す るタイ ミングを操作 し、

反応時 間の変動 を調べ た。 この結果、反 応時 間に2種 類の変動が あった。第一 の変動 は、音 と

光 を同時 に提示 した とき反応時間が一過 的に短縮 した。 これ をディ ップ成分 と名づ けた。第二

の変動 では、音 を光 よ り先 に提示す るほど反応時間が短 くなった。 これを トレンド成分 とした。

第3章 では、 デ ィップ成分 と トレン ド成分 の発生因にっいて検討 した。実験の結果か らディッ

プ成分 の発生因 は、音刺激が光刺激 の入力段階 に作用 し、検 出力を向上 させた ことだ った。 ま

た トレン ド成分 の発生因 は、音が反応 の出力段階 に作用 し、運動 の準備状態 を自動的 に増加 さ

せ た ことだ った。

第4章 では心理生理学的な手 法を用い、被験者が課題を遂行 してい る際中に脳波 の活動を記

録 した。 この実験で は、音の提示直後 に大脳皮質上 の運動野で、脳電位 の振幅が増大す る こと

が明 らか にな った。 これ は音の提示 によ って、運度準備 に関連 す る神経活動が充進 した証拠で

あった。

第5章 で は、 これ までの実験結 果を説 明す るために、「Go判 断系」 の概 念 を提起 した。Go

判断系 は受容 したすべ ての刺激 に対 して、何 らか の行動 を起 こすべ きか否か を評価す る。特 に

重要 な性質 は、Go判 断系 が不随意的 に機能す ることである。感覚間促進 の原 因 は、 副 次刺 激

によってGo判 断系が作動 し、運動 司令 を早期 に発動 したため と解釈 した。

第6章 では第5章 の結論 をふ まえて、人間 の感情機能 が課題 の遂行過程 に果 たす役割 を検討

した。 この実験で は、香 りを副次刺激 と して使用 した。 その理 由は香 りの よ うな嗅覚刺 激 が、

被験者 に直接 的な感情変化 を起 こせ るためだった。実験 の結果、香 りによ って不快 な感情が生

じた とき、課題 のエ ラー数が増加 した。 この原因 は不快 な香 りに対 して感情的 な防衛反応が生

じ、課題 の遂行 に必要 な処理 を阻害 したため と考 え られた。一方、並行 して行 な った視覚刺激

の検 出作業 では、逆 に検 出率が向上 した。 この結果か ら、不快 な感情変化 は外部環境への注意
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を優先 し、 内的な精神作業 を抑制す ると結論 した。

第7章 では、反応時間課題 の遂行過程 にっ いて最 終 的な モデ ルを示 した。 この モデ ルで は

「制御過程」、「自動過程」、「反射過程」 の3っ の処理系 を設定 した。最 も高次 の制 御過 程 は正

確な処理 を行 な うが、 それだ け処理 時間 は長 くなる。 よ り低次 の 自動過程や反射過程 の処理 は、

時間 は速 いが正確 さは低 い。 モデルでは、3つ の処理系が協調 して課題 を遂行す る。 それ を調

整す るシステムと して、 「刺激評価系」を仮定 した。 これ はGo判 断系 の概念 を拡 張 した もの

であ る。刺激評価系 は、 刺激の重要性 や価値 を評価す る。 そ して行動の速 さと正確 さにっいて、

入力刺激 の価値 に対応 した レベルを調整す る。副次刺激 は刺激評価系 に作用 し、課題遂行 の中

心 にな る処理 レベルを変化 させ る。生理学的知見 を参照 す ると、刺激評価系 の機能 は大 脳辺緑

系や脳幹上部の、感情 や反射 な どの不随意的な機 能を司 る部位 にある。 この事実か ら反 応時間

課題 の遂行過程において、 こうした機能が刺激評 価の役割 を担 って いると結論 した。

現在 の実験心理学 では、人 間を制御可能な機械 と して捉 える立場が主流である。その一方で、

感情や反射 とい った不随意的 な機能 は、制御 的な処理 を阻害す る もの と して位 置づ け られ た。

これに対 して本論文 のモデルで は、人 間が外部環境 に適応 して行動 す るためには、両者 の機能

の協調 こそが重要で あると した。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、認知情報 処理機構 の効率変動 の仕組 みを、反応 時間課題 の遂行過程 を精査す る こ

とにより生理心理学 的に明 らかに しよ うとした ものであ る。全体 は7章 で構成 されて いる。

第1章 では、感覚系 の特性 につ いて論 じなが ら、感覚系が2っ の機 能を もっ点 に注 目 し、 そ

れが外界 の刺激対象 を認知す る機能 と、変化を検 出 し認識機能 に作用す る自動処理機 能で ある

とす る作業仮説 を導 出 した。従来、 この無意識 的な 自動処理機能 につ いて は研究 の対象 とな り

に くい きらいがあ ったが、本研究で は副次刺激提示 の独 自の方法を案 出す ることによ って こ う

した機能 を実験 的に とらえ られ ると論 じた。 また、副次刺激 の効果 は感覚 モ ダ リテ ィ間を促進

す る性質 をもっ ことを提案 した。

第2章 で は、「感覚 間促進効果」 と、 それ につ いての仮説検証 を試 み る一 連 の実験 的 な検討

について論述 した後、反応時間の変動 を調べ る実証的研究の報告 を行 な った。特 に、光へ の反

応時間 に2種 類 の変 動、すなわち、鋭 い一時的促進変化 と比較 的穏 やか な変化 とが生 じる現象

に注 目した。関連す る先行諸研究 を も参照 しなが ら、著者 はこの現象 が、 トレン ドとデ ィップ

の2っ 成分の構成す る機構 の作用結果 として発現 した もの と推論 した。

.野N∫
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第3章 で は、 デ ィップ成分 と トレンド成分 の発生因 を探 るために、先行す る視感覚研究の知

見 を手がか りに して、刺激 エネルギーの時間的加重 を検討 した。実験 の結果か ら、 デ ィップ成

分 の発生因 は、音 が反応 の出力段階 に作 用 し、運動 の準備状態を 自動 的に増加 させ た ことと関

連 す ると した。 これは一部、 エネルギ ー加重説 を支持す る ものであ った。

第4章 で は、反応 時間計測 の行動的指標 に加 えて、生理学的指標の一 つである脳派指標 を用

いた一連 の研究 を報告 した。 この研究の 目的 は、反応 に ともな う中枢神経活動 を とらえる こと

にあ った。 ここでの脳波 の諸種 の事象関連電位を観測 す る実験 か ら、特 に トレン ド成分 にっ い

て重要 な知見 が得 られた。 それ は、音 の提示直後 に大脳皮質上 の運動 の領域 で、電脳位 の振 幅

が増大 す ること、お よび、P300成 分の潜時 が短縮す ることを見出 したか らである。 これ らは、

音 の提示 によって運動準備 に関連す る神経活動 が充進 す ることと、刺激評価 に関す る機能 が活

性化 す ることを示唆 した。

第5章 で は、感覚 間促進効果 の機構 を生理学 的資料 を加えて考察 した。 ここで は、促進効果

に関連 す る中枢神軽系 の重要 な機能 と して、外部刺激 に対 して即 座 に反応 で きるよ うに内的 な

準備状態 を高 め るalertness機 能 に注 目 した。 そ して、 脳 内 に は刺激 評価 系 とで も言 うべ き

「Go判 断系」 の存在 を推定で き、それによ ってデ ィップ成分 と ドレン ド成分 の発現 を うま く説

明で きると論 じた。

第6章 では、人 間の感情 ・情動系の機能 が反応時間課題の遂行過程 に果 たす役割 を検討す る

ため、香 り刺激 を副次刺激 と して利 用 した一連 の実験 を行 った。 香 りによ って不快 な感情変化

が生 じた ときに、反応時間課題 のエラー数 が増加す るとの知見を得 て、情動変化 が記憶照合 や

反応選択 な どの認知情報処理 を阻害す ることを指摘 した。

第7章 で は、反応 時間課題 の遂行過程 にっいて総合的な検討 を試 み、応答的動作 の適応行動

モデルを提示 した。 このモデルでは特 に、「制御過程」 と 「自動過程」 に対 応す る処理 系 を重

視 す るとともに、刺激評価系 の役割 にっいて も処理系間の レベル調整機能 を担 うとす る考察 を

加 えた。

以上、 本論文 は、複数感覚系 に提示 された刺激 の情報処理 の機構 を、特 に無意識的 な自動処

理機構の性質を解明 してい くことによって とらえよ うと した。現象 の生理学的対件 を求 める試

みや、理論的考察 にはい くぶん冗長 さがあ るな ど、今後 の検討を要 す る部分 を残 してはい るも

のの、現象 の分析 と記述 は綿 密であ り、 さらには、従来 の認知心 理学 的 アプローチに留 ま らな

い新 しさを併せ持 っている点 で本研究を高 く評価 で きる。得 られた研究成果 は、認知情報処理

機構 の効率変動 の仕組 みを明 らかにす るための生理心理学的研究 に寄与 す る ところ大 で あ る。

よ って、本論文 の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 されるに十分 な資格 を有す るもの と

認 め られ る。
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